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審 査 結 果 の 要 旨 
 
１.論文の評価 
ハイブリッド産業連関分析は、環境工学分野において着目する産業活動により生じる物理量としてのイ
ンパクトを評価する為に開発された。本研究では、例えば新しい産業、新しい工業団地を開発した場合
のインパクト評価を、従来の物理量だけではなく、金額により評価することを目的としている。従来の
産業連関分析と異なる点は、新しい産業構造をモデル化して、新旧の産業構造との相互作用で分析する
こと、旧の産業構造からカットオフした経営資源は、物理量と金額で表現されることから、価格政策な
どの評価などの可能性もある。 
本研究では、高知県の木質バイオマス発電事業を分析対象とし、資源価格、算出物としての電力価格の
政策的決定が及ぼす政策評価が出来ることを示し、ハイブリッド産業連関表として初めて、産出量効果
を産業毎に試算している。また、新の産業構造が大きい場合、旧の産業構造に与える影響が大きいこと
を考慮した旧の産業構造の資源再配分の効果を初めて考慮した。更に、本手法の応用として、災害発生
後の建設産業を新の産業構造としてモデル化し、従来の産業連関分析では金額ベースであった為に出来
なかった、建設産業における復旧段階の産業構造の違いを解析している。 
今後、環境工学分野に限定されてきたハイブリッド産業連関分析を工業団地等の開発効果を多様な視点
で分析する分野を切り開いたと考えられ、高く評価出来る。 
 
２.審査の経過と結果 
（１）平成３０年１月１０日 博士後期課程委員会で学位論文の受理を決定し、５名がその審査委員と
 して指名された。 
（２）平成３０年２月１７日 公開論文審査発表会及び最終試験を実施した。 
（３）平成３０年３月６日 博士後期課程委員会で学位授与を可とし、教育研究審議会で承認された。 
